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（財）日本医療機能評価機構の医療事故情報収集等事業第 19回報告書（平成 21年 12月 16
日）では、診療放射線技師に関連した事例 17件について分析を行い報告されていますが、こ
の報告の中にも検査そのものに関連する以外に、転倒や造影剤の血管外漏出が報告されてい
ます。また、本社に報告されるケースについても、複数の職種が関係しているケースも多く
見られ、これらの背景・要因や改善策は、医療チームとして取り組む必要があると考えられ
ます。放射線部門は患者を中心として多くの職種が関っていることから、放射線部門が単独
でその要因分析や改善策を検討するのではなく、より積極的に組織横断的な検討を行ってい
ただきたいと思います。 
また、放射線技師の中では周知のことでも、他職種にとっては認知度が低い場合がありま
す。例えば、「コンタクトレンズの中には酸化鉄などの金属を含むものがあり、装用したまま
MRI 検査を受けると発熱による角膜や眼球への障害の可能性がある」という情報（2006 年）
は、各県の放射線技師会のホームページでは医療安全情報として掲載されていますが、各施
設では関係部門にどのように情報共有をされたでしょうか。 
 医療が専門分化する中では、各専門職もより特化した知識を有し、多職種と共有すること
が困難となっているかもしれません。しかし、「医療安全」というキーワードは、職種も診療
科も超えて話し合える数少ないキーワードであると思います。 
 是非、日本赤十字放射線技師会が培ってきた医療安全の知恵を、職種を超えて共有できる
ように工夫していただければと思います。これからもよろしくお願いいたします。 
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